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1. 研究背景・目的 

1.1 研究背景 

 近年、海域の漂流・漂着ごみによる環境

問題が深刻化しており、漂着ごみの法制定

がなされたほどである。(2009 年 海岸漂着

物処理推進法：ごみ処理にあたる自治体へ

の財政支援、ごみの排出元と考えられる関

係諸国への協力要請、不法投棄防止に向け

た啓発活動の強化等が盛り込まれている。) 

 具体的な海域における問題として、海浜

景観の悪化、海岸保全施設の機能低下、漁

業活動への影響、生態系の破壊等様々挙げ

られる。これらは、四方を海に囲まれた我

が国にとっては特に大きな問題である。ま

た、現代社会における大量生産・大量消費・

大量廃棄という構造がこれらの問題をさら

に加速させている。 

対策として、国土交通省、海岸管理者、

地方公共団体、ボランティア団体及び NPO

等により、清掃活動や回収船による回収作

業が行われているものの、依然として多量

のごみが海域に残されているのが現状であ

る。その要因としては、漂流ごみという特

性故に、比重の小さいものが多くあるとい

うことがある。重量に対して体積が大きい

ため、回収輸送コスト及び回収効率の面で

大きく影響を与えている。 

漂流・漂着ごみの発生から漂着にかけて

の概要を説明する。海の漂着ごみは一般的

に下記の図１のような過程をたどり海岸へ

漂着している。漂着ごみの海と陸の発生起

源の割合は、約８割が陸からの発生である

とされている。 
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図 1.1 ごみの発生から漂着に至るまでのフ

ロー 

 

また、漂流ごみが海上で受ける代表的な

力として、風圧流、吹送流、海流潮流、海

流が上げられる。図 1.2 に模式図を示す。 



風による直接的な力 風により移動した水面が与える力

潮の干満による力 海流による力

風風

「風圧流」

「潮流」 「海流」

「吹送流」

 

図 1.2 ごみが海上で受ける力 

 

図 1.3 は、回収された漂着ごみの種類に

ついての結果である。実際に漂着するごみ

の種類はプラスチック類や発泡スチロール

が多いことがわかる。 
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図 1.3 国土交通省によるごみ回収データ

（2008 年） 

1.2 本研究の目的 

大多数の漂流・漂着ごみがその挙動につ

いて明らかではない。そのため、本研究で

は、漂着ごみの挙動を調査し、その結果得

られたごみの漂流に対する影響因子を用

いて、数値計算によるごみの漂着場所予測

可能なアプリケーション作りを行い、回収

率の効率化に貢献することを目的とする。 

 

1.3. 研究の流れ 

本研究では、東京湾を調査対象域とした。

まず、ごみの挙動の調査を行うため、現地

にてごみを想定したブイによるリアルタイ

ムでの挙動観測を行う。また、数値計算に

よるシミュレーションを行いこれらの比較

から、ごみの漂流に対する影響因子を特定

する。 

そして、この結果を用いて季節別、ごみ

の種類別に漂着地点予測のための数値計算

を行うことで季節及び種類別のごみの挙動、

漂着地点の違いを検証する。 

 

2. 漂流ゴミに与える影響因子の特定 

2.1 ブイによる挙動の観測 

漂着ごみの挙動に対する影響因子の特定

のために、GPS 携帯電話を用いたブイによ

る調査を行った。なお漂着ごみの内訳の中

で、最も卓越しているプラスチック類のペ

ットボトルを想定した装置を作成した。(図

2.1)この装置を河口より放流することによ

りリアルタイムに位置情報を取得する。（図

2.2） 

 

図 2.1 装置の概要 



 

図 2.2 位置情報取得について 

図 2.3、図 2.4 に東京湾内全 4 河口にてブイ

を放流した結果を示す。同時刻の風況との

比較から風による挙動への影響が強いこと

がわかった。 

 

図 2.3 結果(1 回目) 

 

図 2.4 結果(2 回目) 

 

2.2 WESTech model による数値計算 

WESTech model による数値計算の結果と

2.1 の観測結果の比較検討を行うことで、潮

汐による流れが弱まる満潮時干潮時に風の

影響が特に卓越し、逆に風の影響が弱まる

と潮汐による影響を大きく受けることがわ

かった。 

3.ごみの漂着地の特定 

3.1 概要 

2.から得られた結果から直接ブイにかか

る風による流れを考慮し更なる検討を行う。 

WESTech  model

による流れ 直接ブイに
かかる風に
よる流れ

ブイの動き

WESTech  model

による流れ 直接ブイに
かかる風に
よる流れ

ブイの動き  

 図 3.1 ブイに与えられる流れのベクトル 

3.2 季節の特性 

風による影響が大きいということから季節

ごとの気象特性を考慮する必要があるため、

季節別に検証を行うと同時に種類の追加を

行った。一例として図 3.2、図 3.3 に 4 月 1

日の種類別のごみの動きと同時刻の風況を

示す。破線は発泡スチロール、灰色の線は

空のペットボトル、黒線は半分中身の入っ

たペットボトルを想定している。 

 

図 3.2 ブイに与えられる流れのベクトル 
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図 3.3 同時刻の風況 

 それぞれ８河口から流れ出たごみの動き

を示しており、風況とごみの動きを見ると

風向きの変化に合わせてごみが進路を変え

て進んでおり、風による影響が非常に大き

いことがわかる。 

また、種類の違いとしては発砲スチロー

ルの速度が速いことがわかる。 

3.3 季節別の一年を通しての漂着地点結果 

季節を通した一年分の漂着地の算出を行

った。一例として冬における空のペットボ

トルの漂着地点を図 3.4 に示す。湾内の東

側かつ北向きの護岸に偏って漂着しており、

に寄っており、冬の典型的な北西の風によ

るものであることがわかる。 

 

図 3.4  冬の空のペットボトルの漂着地点 

 

                                                                       

 

 

 

 

 

4 結論 

ごみの挙動は風及び潮汐による影響が非

常に大きく、風と潮汐のデータにより漂着

地点をある程度の高い精度で予測できるこ

とがわかった。 

風と潮汐の条件をもとに数値計算を行う

ため、多尐のチューニング次第で、様々な

海域にて同様の予測が可能であるといえる。    

また、数値計算の結果から得られたこと

としては、発泡スチロールなどのように直

接的な風の影響が挙動に卓越する種類のご

みについては、短期間で風の流れが大きく

変わるような季節の場合、たった数時間の

違いだけで、全く違う岸にたどり着いてし

まうという興味深い結果が得られた。 
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